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平成 26年 10月 10日

横浜市立西柴中学校

丁236-0017

横浜市金沢区西柴 1‐23‐ 1

TEL 045‐ 781‐2448

発行者   鈴木 薫
～大いなる希望と幸 豊かなる真理と夢～

` Nothing impossible to a w‖ ling heart '

～前期を振り返り、今後につなげよう～

校長 鈴木 薫

爽秋の候、みなさまはいかがお過ごしでしょうか。

今日で、平成 26年度の前期が終了します。「光陰矢のごとし」、時の経つのがとても早<感じ

ます。先月は、御嶽山の噴火、今月に入つて台風直撃 (これからも怪しい雲行きですが)と天変

地異とも言える昨今です。「自分に降りかかるはずはない」と言う意識ではな<、「備えあれば憂
いなし」という気持ちをもちたいものです。

さて 10月の初めはノーベルウィークですが、3名の日本人がノーベル物理学賞受賞という素

晴らしいニュースが入つてきました。ある新間の紙面に、「青色 LEDは、赤崎勇氏と天野浩氏

がテーマや原理、アイディアを考え、中村修二氏が巧みな実験で

実用化への道を開いた。つまり基礎研究と応用研究が見事に融合し

た。」とありました。日本人は応用がうまいだけで、発明や発想カ
には乏しいと言われていたのですが、そうしたことを覆せたのでは

ないでしょうか。

生徒のみなさん、今日は担任の先生から、連絡票が手渡される日

です。連絡票には、前期のみなさんの学校生活の状況、各教科の目標
に対する学習の達成状況が記されています。連絡票の結果から前期を

振り返り、今後、自分がどのような点に力を入れてい<べきかを、保護者といっしょに、考えて

みて<ださい。学習の達成状況があまりS、るわなかった人は、基礎固めに力を入れ、ある程度の

成果を得られた人は、次の目標を立てましょう。また、前期の行事への取組、係活動、委員会活

動などの様子を、担任の先生が心を込めて書いて<れています。その内容から、前期を振り返り、

より充実した学校生活を送るために、文化祭などの行事や日頃の学級活動などに、自分がどう取

り組むべきか、心の準備をして<ださい。“Nothing impossible to a wllng heart." です。

これはことわざで、“Where there b a w‖,there b a way."と ほぼ同じ意味ですが、「精神一

到何事かならざらん。」あるいは「意志あるところに道あり」ということです。自己を振り返り、

これからどうしてい<のかを、「やらされ感・・・やれつて言われたからやる」ではな<、「自分

で決めて、自分から行動する」という発想でいきましょう。

さて、話は少し変りますが、電車の中刷り広告に大学についての紹介があり、その

中に興味深いものがありました。重さを量る「 トン」という単位の由来です。15世
紀頃、フランスではワインを酒樽に入れて、その酒樽を “トン、 トン"と音を立てな

がら、数えていたそうです。それが、 t「 トン」という単位のはじまりだそうです。

様反な事柄やルールなどに、背景があり、その背景にまで目を向けるとより学びが深

<な ります。「暗記することに終始する」学習ではな<、 その背景や由来にも目を向

けて「なるほど」と気付き、納得できる学習をしていきたいものです。そうすることで、思者カ

や判断力や表現力が豊になつてい<のではないでしょうか。
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去 る 9月 20日 、千葉県文化会館 にお いて、東 日本吹奏楽 コ

ンク ール が 行 われ ま した。願 いは大 舞 台 で これ まで「 全 員」

で取 り組んで きた力 を発揮 して <れ る こと。演奏 順は 1番 目。

緊張 感 が 漂 う中、 市 大 会 、 県大 会 よ りも さ らに素 晴 ら しい演

奏 を行 い、 見 事 、 銀 賞 を獲得 す る ことが で き ま した。 演 奏直

後、皆で力を出 し切 った子どもたちの晴れやかな表情が印象に残 りま した。当 日は、羽賀前

校長先生、昨年度まで顧 FoOで あ つた佐々木衆子先生をは じめ多 <の方が応援 にかけつけて <
ださいま した。また、保護者の皆様や地域の方には多 <の応援 と支援をいただきま した。本

当に、あ りがとうございま した。

職員着任の詢知ら世
ませ き ひとみ

この度、横浜市の学校保健室支援事業を受け、柵木 瞳 養護教諭が着任しました。

基本、週 3日 の勤務になりますが、吉田 彩 養護教諭の補助として本校生徒の指導に

あたつて参ります。よろし<お願いいたします。

・
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「 た く さ ん の 想 い を 胸 に 」  吹 奏 楽 部 部 長 上 原 れ い

私たちは、今年の吹奏楽 コンクールで東 関東大会 に出場、そ して銀賞 という結果

を残す ことができま した。去年 は地 区 (市 )大 会で金賞 に終わ つたのに対 して、今

年 はとて も大きな成長 をと |プ たのだ と思 います。その中には多 くの方の支 えがあ り

ま した。

地 区大会当 日、朝の ミーテ ィングを して いる ときに、人数の関係で出場する こと

のできな い二年生か ら、突然渡 した いものがある という話 をされま した。それは手

作 りのお守 りと一年生 も一緒 に作 つて くれた ミサ ンガで した。その お守 りとミサ ン

ガか らは言葉では言 い表せな いた くさんの気持ちが伝わ つてきま した。そ して、私

たちはその想 いを Yシ ャツの胸 ポケ ッ トに入れて学校 を出発 しま した。

会場へ向か う電車の中では、皆で県大会へ行 <と いう気持ちを固めま した。そ して、

本番。舞台 に上がると降 り注 ぐライ トが眩 し<て 、遂 にコンクァルなんだ と実感さ

せ られ ま した。先生が指揮 を振 り始める前は、胸ポケ ッ トか ら伝わ つて <る 想 いを

感 じ、皆の顔 を思 い浮かべま した。そ して演奏が始ま り、 あ つとい う間に私たちの

ステージは終わ りま した。演奏 は満足 いかな いものだ つた つたため に、一緒に舞台

に上がれなか つた一、二年生 には申 し訳ない気持ちがあ つたのですが、「 お疲れ様

です。」 と言われただけで、次 はも っと頑張ろうという気持ち に変わ りま した。そ

して、表彰式で は皆で嬉 し涙を流 して終わ る ことができま した。

地 区大会 、 県大 会 、 東 関東 大 会 で も部 員 だ けで な く、 先 生方

や保 護 者 の方 々 、反 だち や クラ ス メ イ ト、地 域 の方 々 な どた <
さん の 支 えが あ つた か ら こそ 、 私 たち は成長 で き ま した。 本 当

に、 あ りが とう ござ いま した。 これ か らも西 柴 中学 校 吹奏 楽 部

のモ ッ トーで ある「 全 員 ― 奏 」 を大切 に し、皆様 によ り良い演

奏 を届 け られ るよ う部 員 一 同頑 張 つて いき ますの で、応援 の程

よろ し<お 願 い致 しします。
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「 ス ーパ ーイ ング リッシュプ ログラム」 は、市 内で昨年度か ら始

ま った英語の授業の取 り組みで、生徒 と複数の AET(外 国人の英語

講 師、アシスタントティーカ ー)が グル ープデ イスカ ッシ ョンを行 います。 9

月 30日 、西柴中には区内か ら 6名 の AETが 来校 し、本校の Bdanを

含め 7名 の AETが、 3年 生の全クラスに訪れま した。各クラスの授

業で 1グループ約 5人 の生徒に対 し、AETが 順番に巡 り、インタ ビュー形式で会話を行 つて

いきます。丸尺 1時 間、小グル ープで外国の人 と英語で会話を続 けることはとて も貴重な体

験です。子 どもたちは、時間が経つのを忘れながらも生き生きと英会話を楽 しんでいま した。

～ 参 加 生 徒 の 感 想 か ら ～
0自 分の英語が外国の人に通 じることがわか つたので楽 しか った。

・ 英語で話す ことが苦手だ ったけれ ど、た くさんの AETと 話 して

いるうち に発音を気に した り、大きな声で言 った り直 してい <こ
とが見つか つてきた。頑張 つてもっと話せるようにな りたい。

・ いろいろな先生がいて、 とてもおも しろか つたです。今回を通 し

て、英語で話せると楽 し<な ることがわか りま した。
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′

●

秋 の深 ま りとともに、西柴祭が間近 に迫 つて きま した。各学級で は含 唱 コ ンク ール に向 け、

熱が 入 つて きま した。 と <に 3年 生 は、 中学校 生活最後 の大 きな行事 とな るため、連 日の よ

うに朝 練 を行 つて熱 <燃 えて います。今年 も、横須 賀市文化会館 に響 <素 敵 な歌 声 を楽 しみ

に して います。

1日 目 :30日 (木 )…・西柴 中・ 発表 ほか

8:40 体育館 開場

9:15 ①開催式、生徒会、スピーチ、国際交流部、 3年 生からの贈り物

②吹奏楽部、 3年 総合講座

3:25 金沢区長請話 ～区長、母校に帰る !～

2日 目 :31日 (金 )…・横 須賀市文化会館・ 合唱 コンク ール )

10:OO 開場・ 受付開始

10:40 含唱開会式、 1年 発表、 2年 発表

13i05 3年 発表、合 唱閉会式、 西柴祭閉祭式

3 展示一般見学 (図 書室・ 格技場 )
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28日 (火 )

29日 (水 )

30日 (木 )

OO～ 14:30
00～ 14:30
00～ 15:OO
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池田先生、おめてこうございきす ′～ セ児
=誕

生 ～ きさ
9月 25日、 2年 1組担任の池田先生に女児が誕生しました。名前は「貴咲」ちゃん。

母子共に健康だそうです。4月 に本校に着任以来、水泳部の顧間としてもとても多忙な

日々を過ごされてきた池田先生、本当におめでとうございます。
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舗 寺 10 の 行 亀
10月

西柴中行事予定 西柴小行事予定 八景小行事予定
日 曜 日

1 水 集会(運動会の歌 )

木 屋動会全体練習

金 総合講座 運動会色別活動

4 土 頼戸秋月祭

日

月

7 火 こ動会全体練習 委員会 運動会全体練習(朝会)

水 屋動会予行練習

木 集会(金沢音頭)

10 金 前期終業式 前期終業式 運動会準備 前期終業式 運動会準備

土 西柴ふれあい運動会 運動会

日 (予備日) (予備日)

月 体育の日

火 後期始業式 運動会代休 運動会代休

水 3年保護者面談 個別野島職体 後期始業式 後期始業式

木 3年保護者面談 〕年市体育大会 5年市体育大会

金 総合講座 避難訓練(中休み) 学校を開く週間(～ 26日 )

土 金沢いきいきフェスタ鼓笛参加

日

20 月 3年保護者面談 西柴小交流日 見童朝会 6年小中交流 国際理解教育(2-12-23-23-3)

火 3年保護者面談 2年遠足 5年幼保小交流給食 朝会(美化)

水 3年保護者面談 黒会(海ク
・
ループ) 2年マリノス食育キャラバン

木 3年速足 なかよし活動

24 金 総合講座 ノヽ景小交流日 6年小中交流日 5年わくわくスタジオ

土

日

月 後期生徒会認証式 調会 国際理解教育(1-1122-3)な かよしスマイル会

火 展示発表(地域)総合り′‐サル 1年遠足 委員会 朝会(3年音楽)防災訓練

水 午後西柴祭準備 集会(花グループ)

30 木 西柴祭 1日 目(発表、区長出前授業) 4年区児童音楽会 5年 日産工場見学

金 西柴祭2日 目(横須賀市文化会館) 3年区児童音楽会 委員会

備 考

1/6・ 7 3■三T百辱ユH仄
1/8土曜参観
1/9金 沢東部地区ふれあい祭り
1/10土曜参観代休
1/17・ 18後期中間試験
1/28生徒会役員選挙

・11/1土曜参観
・11/4土曜参観代休
・11/11・ 12個別宿泊体験学習
・11/20学級懇談会(1・ 4・ 6年 )

・11/21学級懇談会(2・ 3・ 5年・個 )

・11/26見守り活動に感謝する会
11/274年県警本部見学

11/6全 夜違足
11/7就学時健康診断
11/10不審者対応訓練
11/113年バンエ場見学
11/126年 ニッセイ劇場
11/12・ 13個別宿泊体験学習
11/22土曜参観
11/27演劇鑑賞会
11/29地域防災拠点運営訓練
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